
・ 北方領土隣接地域は北方領土返還運動の拠点であり、安定し
た振興が重要
・ 当該地域の観光は自然や景観そのものを活かした観光形態
（ドライブ、アクティビティ、ネイチャークルーズ等）があり、コロ
ナ禍における『新たな日常』においても魅力的
・ 観光地が広範囲に点在しているが、２次交通が脆弱なこともあ
り、観光入込が少ない

・ 食や文化体験を含む高付加価値なコンテンツが不足

・ 潜在的なポテンシャルが高い観光地を抱える地域であるが、観
光地として知名度が低い

〇地域の現状・課題

国土交通省北海道局及び北海道開発局は、北海道総合開発計画に基づく北方領土隣接
地域※の安定振興の取組の一環として、新たな日常における当該地域への誘客に向けた調
査を実施します。 ※北方領土隣接地域：根室市、別海町、中標津町、標津町及び羅臼町の１市４町。

・ 観光、交通、行政等関係者のプラットフォームによる新たな関係
の構築
・ 旅行者のシームレスな移動促進
・ 周遊型観光・滞在型観光の促進
・ 食・文化を含めた観光情報や新型コロナ感染症等に係る予防対
策等の安全・安心に関する情報の発信 等

〇期待する効果

◇２次交通等を含めた移動の円滑化を検討し、
エリアツーリズムの形成

◇食・文化を含めた観光情報や地域のコロナ感染予防対
策等の安全・安心に関する情報発信の検討

中標津空港

女満別空港

釧路空港

自然や景観そのものを活かした
観光形態

観光スポットが広範囲に点在し、
２次・３次交通が脆弱

隣接地域の観光

隣接地域の観光の課題

取組内容

【ポストコロナ 新たな日常】
３密を回避した観光形態

世界水準の観光地の形成

北方領土隣接地域への新たな日常における旅行者誘客調査参考

・ 観光、交通、行政等関係者で構成されるプラットフォームを構築
・ 北方領土隣接地域の観光動態の把握ために、アンケート調査及
びＧＰＳデータ分析を実施
・ 高付加価値なコンテンツとするため、専門家を招請しファムトリッ
プや地域との意見交換を行うなど観光コンテンツの磨き上げを
実施

〇令和３年度の実施内容


